
今年度も、社会教育の推進と情報の共有化、学校・家庭・地域の教育力の向上を図るため、「社
会教育課通信」で県南域内の社会教育の取組状況を発信していきます。
皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

家庭・地域の教育力の向上
子どもたちの豊かな心をはぐくむ

生涯学習推進による人づくり
体験活動の充実

１ 学校・家庭・地域連携サポー １ ふくしまの未来をひらく読書の力 １ 域内の社会教育研修体制

ト事業の充実 プロジェクトの推進 の充実

・地域学校協働本部事業 ・読書活動支援者育成事業研修の充実 ・社会教育研修会、公民館

・学校支援実践研修会 ・学校図書館活動の支援と活性化 訪問の充実

・放課後子ども教室研修会 ・社会教育主事等自主的研

２ “ひがししらかわ”輝くふる郷体験 修組織の立ち上げ

２ 地域でつながる家庭教育応援 事業の充実 ２ 社会教育関係団体への積

事業の推進 〔東白川郡内小学校９校対象〕 極的支援

・家庭教育応援企業推進活動 ・各学校１回以上の訪問実施 ３ 社会教育・文化活動の積

・フォローアップ研修 ・体験事業への助言及び支援 極的顕彰

・ふくしまを十七字で奏でよう

絆ふれあい支援事業

「ふくしまを十七字で奏でよう絆ふれあい支援事業」大募集！
共通の体験をもとに、子どもと大人がそ

れぞれの立場からの思いを十七字で表現す
る「十七字のふれあい事業」。各学校等の
絶大なご協力のおかげで、今ではすっかり
県南域内に定着し、毎年県内でナンバーワ
ンの作品応募数を誇っています。
この事業は、平成２９年度から「絆部門」

「復興部門」の二部門になり、それぞれの
部門ごとに、１作品ずつ応募することがで
きます。
なお、今年度から「ふくしま応援部門」

が新設されました。これは、県外の方が対
象で、ふくしまへのエールを込めた作品を
募集します。
今年度も、小・中・高校生からのたくさ

んの応募をお待ちしていますので、各学校
でのご協力をお願いします。
（募集要項等の詳細は、市町村教育委員会
を通じて後日お送りいたします。）

 

 ～夢と希望をはぐくむ県南の教育～ 

平成３０年度県南教育事務所社会教育の重点取組



『家庭教育支援プログラム』の積極的な活用を！
ＰＴＡ行事や家庭教育研修会などの講師を紹介します。

地域家庭教育推進県南ブロック会議から（６／７）
域内の学識経験者、ＰＴＡ連絡協議会、学校関係者、企業、地域

の子どもと関わる団体、行政関係者の代表が集まり、家庭教育の課
題等について話し合いが行われました。協議の中で、家庭教育の課
題として、「親の愛情が子どもに伝わらず、自尊感情の低さにも影
響している。」「親子のコミュニケーションが不足している。」「家庭
での食育に関する悩みが多い。」「心の問題が深刻で、実体験が不足
している。」「すべての問題の根幹は家庭環境にあり、家庭への支援
のあり方を考えていく。」などが出されました。
今後は、それぞれの立場で家庭教育を推進し、連携を深めて家庭

教育の重要性をさらに広めていくことを確認しました。
また、県南独自の「家庭教育支援プログラム」を学校やＰＴＡに

広く周知し、教養委員会や学年行事等で積極的に活用できるように
していくことも確認しました。

“ひがししらかわ”輝くふる郷体験事業
過疎・中山間地域連携事業の一環として、東白川郡内全小学校で実施しています。地域の人材を活用した体

験活動を通して、地域のよさを再発見して、次代を担う人材を育成します。

前年度までの「つなごう“ふる郷”体験事業」が、今年度より３ヵ年計画の予定で事業名が変わりました。

稲作体験：田植え(5/11) さつまいも苗植え(5/25) 花の苗植え(6/8)
【塙小学校】 【山岡小学校】 【社川小学校】

研修会のご案内

『読書活動支援者育成事業（地区別研修）
◇日 時 ７月２日（月） １０：００～１５：４０

◇会 場 棚倉町立図書館

◇内 容 ・実践発表Ⅰ 「子ども読書の街」づくり【矢祭町】

・実践発表Ⅱ 「西郷村中央公民館図書室の取組」【西郷村】

・講義・演習 「布紙芝居と表現遊び」～読み聞かせが楽しくなるヒント～

・情報交換

『学校支援実践研修会（地区別研修）
◇日 時 ７月２５日（水） １３：３０～１６：３０

◇会 場 白河合同庁舎 大会議室

◇内 容 ・行政説明 「学校支援活動事業の概要と期待される取組について」

・講 演 「地域人材と有効活用と多忙化解消の仕組みづくり」

～これからの地域連携教員の役割～

・グループ協議「学校支援活動のあり方について」

→ 各市町村ごとに情報交換を行い、学校と地域の協働・連携及び学校支援の効果的な進め

方について話し合います。（教員・行政担当・地域関係者）


